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電子証明書について                             

1.1. 電子証明書とは                                 
電子証明書とは、信頼できる第三者である「認証局」が、利用者の本人確認を行う「個人」を証明する電子

の証明書（電子証明書）になります。電子証明書により、システムに入力されたデータを作成したのは誰か、

また、データが改ざんされていないか、などを確認しています。 

データのやりとりにおいて、免許証のような本人確認の役割を果たし、データの真正性を保証するために必

要なものが電子証明書です。 

 

「工事情報共有・保存システム」「工事記録収集システム」等、電子証明書（USB トークン）を使用するシ

ステムを利用するには、利用者の本人確認を行う必要があるため、電子証明書が必要です。 

「個人認証に基づく電子証明書」を事前に取得し、それを USB トークンに格納することで、各システムが利用

できるようになります。 

 

 

 

1.2. 電子証明書を格納するデバイスについて                      
電子証明書を取得したら、USB トークンに格納します。 

USB トークンは、電子証明書・パスワードなどを安全に格納する認証デバイスです。 

USB トークン（eToken 5100／5110 ※2048bit・シリアル番号 8 桁）（受注者） 

USB トークンに電子証明書を格納することで、システムを利用す

る際に必要な個人認証デバイスツールとなります。 

※USB トークン(2048bit・シリアル番号 8 桁）は、旧 USB トー

クン(1024bit・シリアル番号 5 桁）と比べ、セキュリティが強

固になっています。 

 ◇必要なクライアントソフトウェア 

 ・eToken 版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール 

 ・SafeNetAuthentication Client  

 

書類申請の場合は印鑑や

免許証などで個人を証明 

システム利用の場合は 

電子証明書で個人を証明 

電子証明書は、契約単
．．．

位ごとに
．．．．

各工事に所属する個人
．．．．．．．．．．

に対して発行されます。 

従って、同一人物でも、電子証明書を申請した工事と異なる工事では、その電子証明書を使

用してシステムを利用することはできません。しゅん功時や異動時に失効手続きを行う必要があ

ります。 
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システムを利用するためには                         

工事情報共有・保存システム（kcube2）や工事記録収集システムを利用するには、利用者の本人確認を行う必

要があるため、「個人認証に基づく電子証明書」を事前に取得し、それを eToken(USB トークン)に格納すること

で、各システムを利用することができるようになります 

2.1. 電子証明書を取得してシステムを利用するまでの流れ                 
電子証明書を取得するには、まず必要なソフトウェアをお使いのパソコンにインストールします（※１）。次

に「申請書発行システム」へアクセスし、工事の契約番号をもとに、電子証明書の利用申請手続きを行い（※２）、

電子証明書を取得（e トークンへ電子証明書の格納）します（※３）。 

電子証明書発行手続きが完了した後に、各システムを利用するためには、別途、システムの利用者として

設定が必要です（※４）。利用者設定については下記「1.2.システム利用者としての登録(利用者設定)」をご

参照ください。 

🔹  🔹  事 前 準 備 の 流 れ  🔹  🔹  

 

2.2. システム利用者としての登録（利用者設定 ※4）                   
◇工事情報共有・保存システム（kcube2）                            

電子証明書を取得した後、工事情報共有・保存システム（kcube2）利用者として設定する必要があります。 

監督員から情報管理者へ、利用者設定を依頼してください。 

◇工事記録収集システム                                   

電子証明書を取得した後、工事記録収集システムの利用者として設定する必要があります。 

監督員から保全情報管理員（DM）へ、利用者設定を依頼してください。 

eToken（USB トークン）を使用して 

工事情報共有・保存システム（kcube2）、工事記録収集システムへログイン 

工事情報共有・保存システム（kcube2）、工事記録収集システムの 

利用者としての登録※４ 

発行された電子証明書を後日届いた eToken(USB トークン)へ格納する

（更新申請・再発行申請の場合はお手元の eToken へ格納）※３ 

申請書発行システムへアクセスし  

電子証明書（eToken）の発行申請手続き※２ 

eToken 版クライアントソフトウェアのインストール※１ 

振込依頼書（認証デバイス（eToken）の代金及び電子証明書の代金）が 

届いたら、代金を振り込みする 
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電子証明書申請手続きの流れ                          

3.1. 新規発行・再発行申請 

  

５．請求書ダウンロード先
案内メール送信

７．証明書の発行
（認証局）

６．取得費用振込 (受注者)

８．電子証明書の格納
(受注者)

２．承諾書作成（受注者）

１．申請書発行システムに
アクセスして手続きを開始
(受注者)

メールに記載されている『電子証明書格納用PIN』を、USBトークンに格納します。

◆電子証明書を格納する際に必要なソフトウェア(eToken版電子証明書格納デバイス格納モジュール、
SafeNet Authentication Client)はインストールされていますか？
詳しくはこのマニュアル「6.事前準備」、及びFAQ:3-598をご参照ください。

電子証明書取得費用の入金を認証局が確認したら、電子証明書の取得に必要な
『電子証明書格納用PIN』が、申請者宛にメールで届きます。

■メール件名：『【認証局】電子証明書格納デバイスへの格納方法のご案内』

※新規発行の場合は『USBトークン』を申請時に指定された送付先に宅配便で送付します。

※再発行の場合は、USBトークンの送付はありません。お手元のUSBトークンに電子証明書を格納してご利用下さい。

『【認証局】請求書ダウンロード方法のお知らせ』メール内に記載されているURLにアクセスし、請求書
（振込依頼書）をダウンロードします。
『請求書（振込依頼書）』を利用して、取得費用を振込します。

「電子証明書発行申請内容入力(受注者)」画面で申請内容を入力していきます。
※USBトークンを再利用する再発行申請の場合は、USBトークンのシリアルナンバー(８桁)を入力します。
※入力が完了すると「PDFダウンロード画面」が表示されますので、『承諾書』をダウンロードし印刷します。

※申請者宛に認証局からメールが下記件名のメールが届きます。
■メール件名：『【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ』

※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。
※メール内のURLからも『承諾書』のダウンロードが可能です。
※『承諾書』に監督員名、現場代理人名を記入し、監督員より押印を受けてください

7.1(1)

7.2(1)

7.4

章

電子証明書発行・再発行申請手続きの流れ（受注者）

kcube2画面にある「電子証明書について」のリンクから申請書発行システム（受注者）にアクセスします
→ 電子証明書に関する申請（新規発行・再発行申請）
→ 「契約番号（13桁）」入力、「参照」をクリックし、発行申請手続きをはじめてください。

6

※手続きの詳細については、このマニュアル内の各項目をご参照ください。

【お問合せ先】 認証局運用管理者： nexcopkiinfo@ri-nexco.co.jp

事前準備 (申請者)

■電子証明書の発行申請をする際に、専用のソフトウェアが必要になりますので下記から入手し、パソコンにインストールしておきます。
〇eToken版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール FAQ:3-598
〇SafeNet Authentication Client FAQ:3-598

■電子証明書の利用規約・運用規程についての同意と確認をします。 FAQ:3-620

これで電子証明書の発行申請手続きを行う準備が整いました。
申請書発行システムにアクセスし、以下の手順で電子証明書の発行申請手続きを行っていきます。

発行・再発行申請の流れ

≪申請書発行システム≫https://pre.nexcopki . jp/apply/pk i_A002.asp

≪NEXCO FAQよくある質問≫https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/

≪kcube2≫https://www.kcube.jp/

7.1

7.2

(2)

４．申請内容確認（受注者）

『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』メール内に記載されているURLにアクセスし、申請内容の
確認を行います。
※申請内容に誤りがないか確認してください。

7.2(4)

３．発行申請（受注者）

『【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ』メール内に記載されているURLにアクセスし、USBトークン
送付先の入力と承諾書のアップロードを行います。
※USBトークンの送付先を入力します。

※監督員名、現場代理人名を記入した承諾書を、PDFファイルとして保存し、アップロードします。

※申請者宛に認証局からメールが下記件名のメールが届きます。

■メール件名：『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』
※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。

7.2

(3)

申請内容確認、および認証局による承諾書の確認が完了後、請求書ダウンロード先案内メールを送信します。

7.3
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3.2. 更新申請 

 

  

７．証明書の発行
（認証局）

８．電子証明書の格納
(受注者)

１．申請書発行システムに
アクセスして手続きを開始
(受注者)

メールに記載されている『電子証明書格納用PIN』を、USBトークンに格納します。

◆電子証明書を格納する際に必要なUSBトークンクライアントソフトウェア
(eToken版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール、SafeNet Authentication Client)はインストールされ

ていますか？

電子証明書取得費用の入金を認証局が確認したら、電子証明書の取得に必要な
『電子証明書格納用PIN』が、申請者宛にメールで届きます。

■メール件名：『【認証局】電子証明書格納デバイスへの格納方法のご案内』

※更新申請の場合は、USBトークンの送付はありません。お手元のUSBトークンに電子証明書を格納してご利用下さい。

章

電子証明書更新申請手続きの流れ（受注者）

kcube2画面にある「電子証明書について」から申請書発行システム（受注者）にアクセスします
→ 電子証明書に関する申請（更新申請）
→ 更新申請するUSBトークンをパソコンのUSBポートに挿します。
→ 「ユーザーPIN(パスワード)」入力、「次へ」をクリックし、申請者情報画面を確認して

「更新申請」をクリックし手続きをはじめてください。

5.2

(1)

※手続きの詳細については、このマニュアル内の各項目をご参照ください。

【お問合せ先】 認証局運用管理者： nexcopkiinfo@ri-nexco.co.jp

確認

■現在お持ちの電子証明書の有効期限を延長して引き続き利用する場合に更新申請を行います。

有効期限到来の60日前から、有効期限が切れた後も更新申請を行うことが可能です。

更新申請の流れ

≪申請書発行システム≫https://pre.n excopki . jp/apply/pki_A002.asp

≪NEXCO FAQよくある質問≫https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/

≪kcube2≫https://www.kcube.jp/

２．承諾書作成（受注者）

「電子証明書更新申請確認(受注者)」画面で申請内容を入力していきます。
※入力が完了すると「PDFダウンロード画面」が表示されますので、『承諾書』をダウンロードし印刷します。

※申請者宛に認証局からメールが下記件名のメールが届きます。
■メール件名：『【認証局】請求書ダウンロードのお知らせ』
※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。

※メール内のURLからも『承諾書』のダウンロードが可能です。
※『承諾書』に監督員名、現場代理人名を記入し、押印を受けてください。

４．申請内容確認（受注者）

『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』メール内に記載されているURLにアクセスし、申請内容の
確認を行います。
※申請内容に誤りがないか確認してください。

３．更新申請（受注者）

『【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ』メール内に記載されているURLにアクセスし、承諾書のアッ
プロードを行います。
※監督員名、現場代理人名を記入した承諾書を、PDFファイルとして保存し、アップロードします。

※申請者宛に認証局からメールが下記件名のメールが届きます。
■メール件名：『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』

※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。

7.1(1)

8.2(1)

7.4

8.1(1)

8.2(3)

8.2(2)

５．請求書ダウンロード先
案内メール送信

６．取得費用振込 (受注者)
『【認証局】請求書ダウンロード方法のお知らせ』メール内に記載されているURLにアクセスし、請求書
（振込依頼書）をダウンロードします。
『請求書（振込依頼書）』を利用して、取得費用を振込します。

申請内容確認、および認証局による承諾書の確認が完了後、請求書ダウンロード先案内メールを送信します。

7.3
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3.3. 失効申請 

 

 

 

 

２．申請内容確認
（受注者）

１．失効申請
(受注者)

章

電子証明書失効申請手続きの流れ（受注者）

5.2

(1)

失効申請が必要な場合

失効申請の流れ

9.1

(1)

※手続きの詳細については、このマニュアル内の各項目をご参照ください。

【お問合せ先】 認証局運用管理者： nexcopkiinfo@ri-nexco.co.jp

≪申請書発行システム≫http s://pre.nexcopki . jp/apply/pk i_A002.asp

≪NEXCO FAQよくある質問≫https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/

≪kcube2≫https://www.kcube.jp/

・電子証明書を利用しているシステムを使用しなくなった場合

・退職、現場を異動する場合

・工事がしゅん工した場合

・USBトークンが変更（本体破損（内部破損含む）、紛失など）となる場合

・電子証明書記載事項が変更となる場合

『申請書発行システム』にアクセスし、『失効申請』をおこなっていきます

必要事項の入力が完了すると申請者宛にメールが届きますので、記載されたURLにアクセスし、申請内容確認を行います。

■メール件名：『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』

『【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い』メール内に記載されているURLにアクセスし、申請内容の確認を行い

ます。

※申請内容に誤りがないか確認してください。

※USBトークンの返却は不要です。

（電子証明書を取得する際の費用に、USBトークンの媒体費も含まれています）

３．電子証明書失効
（認証局）

申請内容確認を行った時点で、電子証明書の失効手続きが完了します。

※失効が完了した旨の連絡はいきません。

失効の確認は、申請書発行システムの進捗状況確認画面でご確認ください。

※失効手続きが完了したUSBトークンは、再発行申請などで再利用することができます。

9.2

(2)
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工事が竣工した時や、現場を異動する際には、使用していた電子証明書(USB トークン)

の失効申請手続きを行いましょう。失効手続きが完了し、電子証明書が空になった USB

トークンは、別の工事で新たに電子証明書を取得する際に、再利用することができます。 

再利用することで、USB トークンの発送が無い為、電子証明書取得の手続きの時間が短

縮されるだけでなく、証明書費用のみの負担で電子証明書を取得することが可能です。 

電子証明書の申請について                           

4.1. 電子証明書の発行申請は、「新規発行申請」と「再発行申請」の 2 種類                      
◆新規発行申請について                                 

新たに USB トークンを購入し、電子証明書を取得するには、「新規発行申請」手続きを行います。 

◆再発行申請について                                  

電子証明書の失効手続きを完了させた USB トークンを再利用して、電子証明書を取得するには、

「再発行申請」手続を行います。 

「再発行申請」は、お手元にある既存の USB トークンを再利用するため、コストを抑えられ、申請

手続き期間も新規発行に比べて短い期間で電子証明書を取得することができます。 

◇[参照] 2 種類の発行申請の比較 

申請区分 新規発行申請 再発行申請 

申請理由 ・初めて、または新たに電子証明書を取得する 

・USB トークンの破損・紛失により、新た

に電子証明書を取得する 

・以前に別の工事等で使用し、失効手続

きが完了した USB トークンを再利用

して電子証明書を取得する 

費用 ・USB トークン(本体)費用 

・電子証明書費用 
 ※下記取得費用の表参照 

・電子証明書費用 

 ※下記取得費用の表参照 

注意事項 ・USB トークンの破損・紛失により、新た

に電子証明書を取得する場合は、その電

子証明書の失効手続きが完了している

必要があります。 

・再利用する USB トークンの電子証明

書の失効手続きが完了している必要

があります。 

◇[参照] 電子証明書の取得費用について 

証明期間に応じて、次のとおり取得費用が必要となります。 

※再発行はお持ちの USB トークンを再利用するため証明書費用のみとなります。 

 電子証明書取得費用（税込） 

送料 

1 年 2 年 3 年 

新規発行 
(証明書費用＋USB トークン費用) 

\7,150 \7,920 \8,580 \770 

再発行 
(証明書費用) 

\2,200 \2,860 \3,630 ― 
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申請書発行システムについて                          

申請書発行システムとは、電子証明書の申請手続きを、Web 上で行えるシステムです。打ち出した申請書

を監督員と認証局へ提出し、電子証明書発行申請手続きを行います。 

5.1. 動作環境                                   

申請書発行システムを利用するには、次の環境が必要です。 

対応 OS 
Microsoft Windows 10 20H2 以降  

Microsoft Windows 11 

Web ブラウザ Microsoft Edge（Chromium 版） 

モード 標準 

設定 ポップアップとリダイレクトのブロックを解除 

※上記以外のブラウザでご利用になった場合、正しく表示されない可能性があります。 

 

（1）ポップアップとリダイレクトのブロック解除方法                         

①Microsoft Edge の画面右上の 

 設定メニューから「設定」を選択します。 

 

 

  

１．設定メニューを選択し 

2.「設定」を選択 
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②「設定」の画面から「Cookie とサイトのアクセス許可」を選択し、「サイトのアクセス許可」の画面で、

「ポップアップとリダイレクト」を選択します。 

 

 

③「ポップアップとリダイレクト」の画面で「ブロック (推奨)」をオフに設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ≪申 請 書 発 行 シ ス テ ム の URL≫ 

  https://pre.nexcopki.jp/Apply/pki_A002.asp   

1.「Cookie とサイトのアクセス

許可」を選択 

2.「ポップアップとリダイレクト」を選択 

オフに設定 

組織のポリシーにより変更できない場合、オンのままで問題

ありません。 

この場合、申請時に承諾書のダウンロードができませんが、

メールのリンクよりダウンロードできます。 
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5.2. 申請書発行システムでできること                           

（1）電子証明書の各申請（発行・失効・更新）                            

 

 
  発行 （ 新 規 発 行 ・ 再 発 行 申 請 ）  

電子証明書の「発行」「再発行」を Web 上で行うことが出来る機能です
   

「承諾書」をダウンロードし、必要事項を記入・押印して、スキャンデータをアップロードして手続きを

行っていきます。 

 ＜新規発行について＞＞＞＞＞新たに USB トークンを購入して電子証明書を取得する場合 

・申請書発行システムで基本情報を入力する際、「USB トークンシリアルナンバー」欄を空欄で申請。 

  ＜再発行について＞＞＞＞＞既に所有しており、失効が完了している USB トークンを再利用する場合 

・申請書発行システムで基本情報を入力する際、「USB トークンシリアルナンバー」欄にシリアルナン

バー（8 桁）を入力すると、再発行申請となります。 

※お手元にある既存の USB トークンを再利用するため、USB トークン代の削減、申請手続き期間が

短縮されます。 

  更新 申 請               
電子証明書の「更新」を Web 上で行うことが出来る機能です

    

現在お持ちの電子証明書の有効期限を延長して引き続き利用する場合に更新を行います。 

有効期限到来の 60 日前から、有効期限が切れた後も更新申請を行うことが可能です。 

「承諾書」をダウンロードし、必要事項を記入・押印して、スキャンデータをアップロードして手続きを

行っていきます。 

 
  失効 申 請               

電子証明書の「失効」を Web 上で行うことが出来る機能です
    

システムを利用しなくなった場合は、失効申請を行ってください。 

 ＜失効申請が必要な場合＞＞＞＞＞ 

  ・電子証明書を利用しているシステムを使用しなくなった場合 

  ・退職、現場を異動する場合 

  ・工事がしゅん工した場合 

  ・USB トークンが変更（本体破損（内部破損含む）、紛失など）となる場合 

  ・電子証明書記載事項が変更となる場合 

  

 

新規発行・再発行申請 

失 効 申 請  

更 新 申 請  

≪申請書発行システムの URL≫ 
https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 
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（2）申請状況・デバイスの確認                             

 

 
■申請手続き状況確認                                       

電子証明書の申請手続きの進捗状況が確認できます。 

「申請書番号と契約番号」または「契約番号」のいずれかを入力した場合は、最新の手続き状況が確認で

きます。 

「申請書番号と契約番号」両方を入力した場合は、該当の申請の手続き状況が確認できます。 

 
■デバイス情報確認                                       

USB トークンに格納されている電子証明書情報が確認できます。 

会社名、所有者名義、有効期限などの電子証明書情報に加え、USB トークンの破損状況も確認できます。 

 

 

申請手続き状況確認 

デバイス情報確認 

≪申請書発行システムの URL≫ 
https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 
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申請の前に                                  
電子証明書を取得するにあたり、まずは事前準備を行います。 

6.1. 事前準備                                        

❏マニュアルの確認 FAQ:3-600                         

・FAQ:3-600 電子証明書〔発行・失効〕申請マニュアル(受注者編)・・・このマニュアルです。 

 eToken 版電子証明書格納マニュアル 

・FAQ:3-623 2.電子証明書の取得方法について・・・動画で電子証明書の取得方法をわかりやすく説明しています。 

❏必要なソフトのインストール（クライアントソフトのインストール） FAQ:3-598  

・FAQ:3-598  1.SafeNet Authentication Client ・・・eToken 用ドライバです。 

2.eToken 版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール ・・・次の 2 つの機能を持ちます。 

    2.1 eToken 版電子証明書格納ソフトウェア 

(etoken に電子証明書を格納するソフトウェア) 

    2.2 電子証明書格納デバイス情報取得機能 WebSocket モジュール 

(Edge から eToken 内の電子証明書にアクセスするソフトウェア) 

    

クライアントソフトとは、電子証明書を利用するために必要なソフトウェアです。 

パソコンにインストールされているか確認し、無い場合は、ダウンロードして入手し、パソコンにイ

ンストールします。（インストール方法は次項参照）  

 ≪FAQ の URL≫      https://nexco.asp. tra ina . jp/web/tra ina -faq/ 
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（1）FAQ:3-598 からソフトウェアを入手します                         

①FAQ:3-598 にアクセスし、「CSDAgent_eToken_2_0_Setup_withWebSocket.zip」をダウンロードしま

す。 

 

②ダウンロードファイルにある 「CSDAgent_eToken_2_0_Setup_withWebSocket.zip」を右クリックして

「すべて展開」を選択します。 

 

  

 

≪FAQ:3-598≫https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/result/3-598 

ダウンロードした 
ファイルを 
右クリックで 
「すべて展開」を選択 

FAQ:3-598 の一番下
にある 
「CSDAgent_eToken_
2_0_Setup_withWebS
ocket.zip」 
をクリックしてダウン
ロード 
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③展開先を選択するため 
「参照」をクリックします。 

 

④デスクトップなど任意の場所を選択し 

「フォルダの選択」をクリックします。 

※ここでは「ドキュメント」を選択し

ています。 

 

⑤「展開」をクリック。 

⑥フォルダが展開されました。 

 

次に、ドライバーとソフトを PC にインストールしましょう。（（2）へ）  

「参照」をクリック 

ドキュメントなど 

任意の場所を選択 

「展開」をクリック 

USB トークンを動か
すためのドライバー 

電子証明書を USB トークンに書
き込むためのソフトウェア＋
Edge から USB トークン内の電
子証明書にアクセスするための
ソフトウェア 
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（2）入手したドライバーとソフトウェアを PC にインストールします                 

■「SafeNet Authentication Client 10.9」をインストールします。 

 

①「01_SAC10.9」のフォルダを開くと 2 つのファイルが用意されています。 

お使いのパソコンが 32bit の場合は「SafeNetAuthenticationClient-x32-10.9.msi」、 

64bit の場合は「SafeNetAuthenticationClient-x64-10.9.msi」をインストールしてください。 

 

②インストーラーの画面が表示されますので、「Ne

xt>」をクリックします。 

  

まずはこちらから
インストールして
いきましょう 

該当のドライバーのところで 
右クリックして 
プルダウンメニューを表示し 
インストール 

「Next>」をクリック 
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③プルダウンメニューから「Japanese」を選択し

て「Next>」をクリックします。 

 

 

④ライセンス契約画面が表示されますので、「I 

accept the license agreement(ライセンス

契約に同意します)」をクリックし、て「Next>」

をクリックします。 

  

「Next>」クリック 

「Japanese」を選択して・・・ 

「ライセンス契約に同意します」に 

チェックをいれて・・・ 

「Next>」クリック 

「Japanese」が選択されて

いることを確認し・・・ 
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⑤インストール先を選択する画面が表示されま

すので、「Next>」をクリックします。 

※インストール先は特に変更を行わずにそのままで問題

ありません。 

⑥インストールタイプを選択する画面が表示さ

れますので、「Typical」にチェックが入ってい

ることを確認し、「Next>」をクリックします。 

 

⑦インストール確認画面が表示されますので、

「install」をクリックします。 

 

  

「Next>」クリック 

「Next>」クリック 

「install>」クリック 
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⑧インストールが開始され、進捗状況が表示さ

れます。 

 

⑨インストール完了画面が表示されたら、

「Finish」をクリックして終了します。 

 

 これで USB トークン(eToken)を動かすドライバーがパソコンにインストールされました。 

 次に、電子証明書を USB トークン(eToken)に格納するソフトをインストールしましょう。 

 

  

「Finish」クリック 

 

≪kcube2≫  

https://www.kcube.jp/ 

≪FAQ:3-620≫https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/result/3-620 

≪申請書発行システム≫  

https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 
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■「02_eToken 版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール」をインストールします。 

 

①「02_eToken版電子証明書格納デバイス情報取得モジュール」フォルダを開き、そのフォルダ内にある

「Setup_CSDAgent_eToken_x86」（※）を右クリックしてインストールを選択します。 

（※）すでに本モジュールがインストール済の場合は「上書きインストール用バッチ.bat」を右クリックし、「管理者として実

行」してください。 

 

  

こちら 

w 

新規インストールの
場合はこちら 
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②セットアップウィザードの画面が表示されます

ので、「次へ」をクリックします。 

②インストール確認画面が表示されますので、「次

へ」をクリックします。 

 

「次へ」クリック 

「次へ」クリック 

上書きインストール
の場合はこちら 
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③インストールが完了しました。の画面が表示され

れば、インストールは終わりです。 

 「閉じる」をクリックして終了します。 

 これで電子証明書を取得するための事前準備ができました。 

 次ページから、早速電子証明書の発行手続きを行っていきましょう。 

「閉じる」クリック 

申請手続きを開始する前に PC を再起動して

ください。 
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電子証明書の発行申請                             

7.1. 電子認証サービスの運用規定、利用規約への同意                    
電子証明書をお申込みいただく際には、電子証明書を発行する認証局の運用規定および利用規約に同意して

いただく必要があります。申請をされる前にお読みください。 

（1）申請書発行システムのトップページへアクセスし運用規定、利用規約に同意します          

① 申請書発行システムを開き、「電子証明書を申請される方へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②利用規定の各ファイルを開いてご一読ください。 

 

 

 

 

 

③運用規定と利用規約に同意いただけましたら、「申請書発

行システムへ移動する（受注者）」をクリックし、移動しま

す。  

「電子証明書を申請される方へ」 

をクリック 

 
≪申請書発行システム≫https://pre.nexcopki.jp/apply/PKI_A002.asp 

・PKIによる電子認証サービス運用規程（CPS）  

・PKIによる電子認証サービス依拠当事者規約  

・PKIによる電子認証サービス利用規約  

・電子認証サービスの証明書用途  

・電子認証サービスの料金（令和元年10月1日以降申請分）  
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7.2. 電子証明書の発行申請手続き                             

（1）申請書発行システムにアクセスし、発行申請手続き（承諾書作成）を行いましょう            

①「申請書発行システム」「受注者トップメニュー」の「電子証明書に関する申請」をクリック 

②「新規発行・再発行申請」をクリック 

  

 

≪申請書発行システム≫
https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 

「電子証明書に関する申請（発行・失効・更新）」 
をクリック  

クリック  
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表示された工事情報に 

誤りがある場合は、 

入力をやめて、 

担当の NEXCO 事務所に伝えて修正してもらってください。 

修正後に改めて申請しましょう。 

 

③入力画面が表示されますので、「契約番号」に 13 桁の数字を入力し「参照」をクリック。 

④契約番号に登録されている情報が表示されます。 

 

  

0901234567890 

「参照」をクリック  契約番号を入力し・・・ 

受注者名（日本語表記）、英語表記（正

式名称）となっていますか？ 

会社名英語表記において、

「Kabusikigaisha」「Kabu」

「Yuugengaisha」はローマ字表記のた

め使用を不可としています。もし入って

いた場合は、担当の NEXCO 事務所に連

絡して、修正を依頼してください。 
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以前別の工事で使用し、失効手続きが完了した

USB トークンを再利用する場合は、ここの「再

発行時のみUSBトークンシリアルナンバーを入

力」箇所に、再利用する USB トークン本体に記

載されているシリアルナンバーを入力すること

で「再発行申請」と認識されます。 

※再発行申請は 

 トークン本体は再利用するため、 

 電子証明書の費用だけで取得できます。 

⑤申請者を入力していきます。 

 ※1 度の申請で 10 名まで申請が可能です。 

 

 

  

10 名まで同時に

申請できますが、

申請途中で 1 人で

も誤りが発生する

と 10 名全てがや

り直しとなってし

まいますので入力

は丁寧に行いまし

ょう。特に、ローマ

字氏名・メールア

ドレスはよく確認

してください。 

USB 本体付きの「新
規発行申請」は、シリ
アルナンバー箇所は
空欄にします 

メールアドレス入力箇所は上
段、下段とあります。上段、下
段ともに入力してください 
※下段は確認用となります。 

現場代理人は 

1 工事に 1 名おきます 

USB 本体を再利用する「再発行申
請」は、再利用する USB のシリアル
番号を入力します 申請する電子証明書の年数は 1 年単位

で 1～3 年まで選択ができます。 
工期が延長される場合もありますので、
余裕をもって申請しましょう 

工期が延長された場合や、何らかの理由で、

工期途中で電子証明書の有効期限が切れて

しまうと、システムを利用できなくなり、再

度電子証明書の申請が必要になります。 

また、工事がしゅん工した場合は、有効期限

がまだ残っていても別の工事で使用するこ

とはできませんので、不用意に長い有効年

数を取得しても取得費用が無駄になってし

まいますので、適当な年数で申請する必要

があります。 

有効年数について・・・ 

発行申請と再発行申請について・・・ 
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⑥入力が全て終了したら、ページ最下部

にある「費用表示」をクリックすると、

必要な取得費用（振込金額）が表示さ

れます。 

※振込手数料は含んでいません。恐れ入りま

すが振込手数料はご負担ください。 

費用表示で費用金額を確認したら、「費

用表示」となりにある「入力内容確認」

をクリックします。 

 

 

 

申請に「再発行申請」が含まれている場合、 

再利用する USB トークンを PC の USB ポ

ートに挿すように促すメッセージが表示さ

れます。 

この場合は、対象の USB を挿してから「OK」

をクリックします 

取得費用が表示されるので 

ご確認ください 

※振込手数料は含んでおり

ません。振込手数料はご

負担ください。 

①「費用表示」をクリック 

②「入力内容確認」をクリック 
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⑦入力内容確認画面が表示されたら、誤りが無いかを確認し、「申請」をクリックすると申請が確定されます。 

 

 

⑧申請書番号が記載されたメッセージが表示 

されますので「OK」をクリックします。 

⑨「承諾書 PDF ファイルダウンロード」画面が表示されますので、表示されている URL をクリックして「承

諾書」をダウンロードします。 

  ■認証局から「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」という件名のメールが届きます。メール本文中にある「【承諾書ダウンロ

ード URL】」に記載されている URL からも承諾書がダウンロードできます。 

※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。  

※ダウンロードは何度でもできます。 
※「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」メールを削除してしまった場合は、認証局へメールでお問合せください。  

「申請」をクリック 

入力した内容に

誤りが無いかを

確認し・・・ 

URL をクリック 

「OK」をクリック 
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STEP1. 

「承諾書」に必要事項を

記入します 

STEP2. 

「承諾書」を監督員に

提出します 

STEP3. 

監督員から、監督員押印

付きの「承諾書」がもど

ってきます 

 

 

承諾書 承諾書 

→監督員へ 

承諾書 

→PDF 

承諾書 

電子ファイル（PDF）

として保存します。 

STEP4. 

（2）「承諾書」を印刷し必要事項を記入します               

◆申請書類（「承諾書」）作成～提出までの流れ◆ 

「承諾書」の記載事項を確認し、必要事項を記入していきます。 

 

  

 

 

 

 

■申請書に記載されている事項に誤りがある場合は、その申請を取り下げて（申請の削除）、修正後、新たに発行申請

をやり直す必要があります。(FAQ:3-216 参照) 

STEP1. 
[記入例] 承諾書 
※監督員に提出し、押印をもらいます。 

印 高速 次郎 坂道 太郎 

【記載内容について】 
表示されている内容を再度確認しましょう。 

現場代理人名
を記入 

 監督員名を記入し、監督
員の押印をうけます 
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現場代理人（または管理技術者）が「承諾書」を監督員に提出します。 

 

監督員事務所で申請の受理を行うと、監督員の押印付きの承諾書が戻ってきます。 

（承諾書の交付） 

・監督員事務所で、監督員が承諾すると、承諾書が交付されます 

監督員の押印付きの承諾書のスキャンデータ（PDF 形式）を作成します。 

・スキャンした承諾書は、発行申請時にアップロードします。 

 

  

＜ 承諾書を提出するのはなぜ？ ＞＞＞ 

🔶電子証明書は、利用者の本人確認を行う「個人」を証明する電子の証明書（電子証明書）

です。その為、発行の際は、申請者の実在性を確認する必要があります。 

受注者については、 

管理技術者・現場代理人が申請者の実在性を確認し、NEXCO（監督員）がそれを承諾し

ます。 

〔参照：PKI による電子認証サービス 運用規程（CPS） 「3.1.9 個人の認証」〕 

🔶Web 申請のみの場合、申請者の実在性についての確認が不十分であり、本人になりすまし

申請されるおそれがあるため、受注者については申請者を管理する立場の管理技術者・現

場代理人等が及び監督員が捺印した承諾書を認証局運用管理者へ提出いただくことで実在

性の担保としております。 

〔参照：PKI による電子認証サービス 運用規程（CPS） 「2.2.2 登録局の責任」〕 

🔶一般的に、電子証明書の申請は書面で行われることが多く、その種類によっ

ては実在性を確認するために、申請書類以外にも住民票や会社の登記簿等の

提出を求められる場合もあります。 

NEXCO 各社の電子入札で使用されている電子証明書の申請も紙で

行われています。                    

FAQ:3-620 PKI による電子認証サービス運用規程（CPS） 

  

? 

 ≪FAQ:3-620 PKI による電子認証サービス運用規程（CPS）≫

 https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/result/3-620 

STEP2. 

STEP3. 

STEP4. 

※発行申請時にアップロードする承諾書の申請書番号は必ず同じ申請書番号のものとして下さい。 

（「承諾書ダウンロードのお知らせ」メールに申請書番号が掲載されております。） 
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（3）発行申請をします 

 

発行申請（承諾書作成）にて、申請者宛に届いた「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」メールに記載

の URL から発行申請を行います。 

①メール文頭にある「【承諾書アップロ

ード URL】」に記載されている URL を

Edge で開いてください。 

  

②「電子証明書申請内容確認」画面が表示されます。 

  

  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 

※Edge（Chromium 版）以外の 

ブラウザで開くとエラーになります 
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③「USB トークン送付先」を全角で入力します。 

 

④スキャンした承諾書（PDF）を選択します。 

USB トークン先情報を入力

します。 

（仮事務所等で、移転が考

えられる場合は、確実に送

付できる支店等の住所でお

手続きをしてください。申請

後の宛先の変更はお受けし

ておりません。） 

ファイル選択ボタンをクリッ

クすると、ファイル選択画面

が表示されます。スキャンし

た承諾書（PDF）を選択しま

す。 

※アップロードする承諾書の申請書

番号と発行申請を行った申請書番号

は同じものとして下さい。相違がある

場合は受理出来ません。 

USB トークン送付先

の会社名は受注者名

と同じにして下さい。 
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⑤USB トークン送付先、承諾書（PDF）を選択後、申請ボタンをクリックします。 

※間違がある場合は「申請削除」をクリックし、申請を削除し、発行申請（承諾書作成）をやり直してくだ

さい。 

⑥申請書番号が記載されたメッセージが表示されますので「OK」をクリックします。 

 

  

クリック 

「OK」をクリック 
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（4）申請内容の確認                                  

発行申請をすると、申請者宛に「【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い」という件名のメールが届きます。 

①メール文頭にある「【申請内容確認URL】」

に記載されている URL を Edge で開い

てください。 

  

②「電子証明書申請内容確認」画面が表示され

ます。 

 表示内容が正しければ「申請」をクリックし

ます。 

※間違がある場合は「申請削除」をクリックし、申請

を削除し、発行申請（承諾書作成）をやり直してく

ださい。 

→「契約情報」「会社情報」に誤りがある場合は（認

証局へ申請の削除依頼を行った後に）監督員に修

正を依頼してください。  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 

クリック 

※Edge（Chromium 版）以外の 

ブラウザで開くとエラーになります 
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③これで申請内容確認の手続きが終了しまた。 
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7.3. 電子証明書の取得費用のお支払い                             

（1）請求書をご確認ください             

認証局で処理を行いますと、「【認証局】請求書ダウンロード方法のお知らせ」という件名のメールが届きます。 

①メール文頭にある「【申請内容確認 URL】」に記載されている URL を Edge で開いてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 
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■振込依頼書は申請書番号ごとに発行され、管理されています。 

そのため、振込依頼書が複数枚あるような場合でも、お振込みは振込依頼書ごと

にお振込みお手続きをお願いします（複数枚の合計金額で振り込まれた場合は、

システム上、受理が出来ない為に差戻しとなってしまいます） 

■振込手数料はご負担ください。 

 

（2）電子証明書の取得費用をお支払いください             

「請求書兼振込依頼書」をダウンロードしましたら、内容をご確認いただき、振込依頼書を使用して電子証

明書の取得費用をお振込みください。 

※ 

 

（3）USB トークンの受領                        

認証局で振込の確認を行うと、USB トークンが発送されます。USB トークンの到着までおまちください。 

※申請時に入力した「USB トークン送付先」に宅配便で届きます 

※USB トークンの発送は「新規発行」の場合のみとなります。「再

発行」「更新」の場合は、USB トークンの発送はありません。 

  

受注者さま 

振込依頼書 

振込依頼書は全国の金融機関（ゆうちょ銀行や

JA 含）でご利用頂けます。 

 

① -⑨ 
振込依頼書を使用せずに振込を行った場合にご
連絡を頂く事項を①～⑩に記載しています。 

申請書番号 

申請書番号毎に、振込依頼書がメールで届きま

す。 
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「電子証明書の格納」 

にチェックが 

入っていることを確認し・・・ 

「次へ」をクリック 

7.4. 電子証明書の格納                                   

eToken(USB トークン)に電子証明書を格納しましょう 

①申請者宛に「【認証局】電子証明書格納デバ

イスへの格納方法のご案内」という件名のメ

ールが届きます。 

メール文頭にある「【電子証明書格納用

PIN】」に記載されている 10 桁の数字を

使って、USB トークンに電子証明書を格

納していきます。 

 

②「6.1.事前準備」でパソコンにインストール

した「eToken 版電子証明書格納ソフトウェ

ア」を起動します。 

 

 

③「etoken 版電子証明書格納ソフトウェア」

のトップ画面が表示されたら、「電子証明

書の格納」にチェックを入れて「次へ」を

クリックします。 

  

一覧から 

「eToken 版電子証明書格納ソフ

トウェア」を選択し、クリックして 

起動します。 

PC のスタートボタンをクリック 

「Ver.2.0」をご利用ください 

◆メール「【認証局】電子証明書格納デバイスへの格納方法のご案内」◆ 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字 
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④ PC の USB ポートに、電子証明書を格納する

USB トークンを挿して、 

「次へ」をクリックします。 

 

⑤ユーザーID＋申請者の氏名ローマ字が「ユ

ーザー名」に表示されましたら、「次へ」を

クリックします。 

 

 

⑥メール「【認証局】電子証明書格納デバイ

スへの格納方法のご案内」の文頭にある

「【電子証明書格納用 PIN】」に記載され

ている 10 桁の数字「電子証明書格納用

PIN」箇所へ入力します。 

  

ユーザーID+申請者のローマ字氏名が表示されるの

で確認し・・・ 

※ユーザーID は各システムの利用者登録に使用し

ます。kcube2 ログイン用のユーザ ID ではありませ

ん。 

 「次へ」をクリック 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字

を入力し・・・ 

「次へ」をクリック 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字 

「次へ」をクリック 

PC に USB トークンを
挿して・・・ 
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⑦「ユーザーPIN」欄に、電子証明書（USB トークン）に設定するパスワード（半角英数 4～8 桁（桁数は指定

の範囲で任意））を入力します。 

 

 

※「ユーザーPIN」とはパスワードのことです。 

※ユーザーPIN は、大文字・小文字を区別します。 

設定前に、[Caps Lock]キーの状態を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

■ここで設定したユーザーPIN（パスワード）が、電子証明書を利用するシステムを使用する際のログインパ

スワードになります。設定した申請者本人しか分かりません。認証局でも調べることはできませんので、忘

れないようにしましょう。 

 

 

⑧「eToken に電子証明書を格納する処理が

完了しました。」と表示されたら、「完了」

をクリックします。 

 電子証明書が eToken(USB トークン)の中に格納されました。 

これで電子証明書の手続きは終了です。 

※電子証明書の格納について詳細は、FAQ:3-598 に掲載の「eToken 版電子証明書格納マニュアル」も併せてご参照ください。 

 

電子証明書（USB トークン）に設定する、「ユーザー

PIN（パスワード）」（半角英数 4-8 桁）を入力しま

す。 

※9 桁以上入力しないでください。 

「次へ」をクリック 

「完了」をクリック 
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電子証明書の更新申請                             

 

8.1. 申請書発行システムにアクセスし、更新申請手続きを行っていきます          

（1）申請書発行システムにアクセスし、更新申請手続き（承諾書作成）を行います  

①申請書発行システムにアクセス 

 ↓ 

「電子証明書に関する申請メニュー 

（発行申請・失効申請・更新申請）」 

をクリック 

②「更新申請」をクリック 

③USB トークンを PC の USB ポートに挿してから、

WEB 画面上の USB トークン画像の部分をクリッ

クします。 

 

④メッセージが表示されるので「ＯＫ」をクリックします。 

  

クリック 

クリック 

②画像をクリック 

 ≪申請書発行システムの URL≫https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 

①USB トークン(eToken)

を PC に挿して・・・ 

 

 

クリック 
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⑤「契約番号」「USB トークンシリアルナン

バー」が表示されますので、確認し、ユー

ザーPIN(パスワード)を入力して「次へ」

をクリックします。 

 

⑥申請者情報が表示されます。 

 内容を確認し、問題無ければ

「更新申請」をクリックします。 

  

クリック 

「ユーザーPIN」とは 

パスワードのことです。 

クリック 
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⑦更新申請確認画面が表示されますので、内容を確認し「メールアドレス」「役職」「有効年数」など必要事

項を入力します。て、「入力内容確認」をクリックします。 

 

 

 

  

メールアドレス 

「現場代理人」「その他」

のいずれかを選択 

電子証明書の有効年数を 1 年、 

２年、３年のいずれかを選択 

クリック 
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※1 度の申請で 10 名まで申請が可能です。ユーザーを追加する場合、ユーザー追加ボタンをクリックし追

加するユーザー追加の USB トークンの読み込みを行ってください。 

 

  
クリック 

追加するユーザーの USB トークン

に差し替え後、クリック 

パスワードを入力し、次へをクリック 

内容を確認し、追加をクリック 

ユーザー詳細の「表示」ボタンをクリックすると、ユ

ーザーの電子証明書有効期間の確認が可能 

ユーザー削除の「削除」ボタンをクリックす

ると、ユーザーの削除が可能 

ユーザーが追加される 
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⑧入力が完了しましたら、「入力内容確認」をクリックします。 

⑨入力内容確認画面で「承諾書作成」をクリックすると申請が確定されます。 

  

「承諾書作成」をクリック 

「入力内容確認」をクリック 
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⑩申請書番号が記載されたメッセージが表示 

されますので「OK」をクリックします。 

 

⑪「承諾書 PDF ファイルダウンロード」画面が表示されますので、表示されている URL をクリックして

「承諾書」をダウンロードします。 

  ■認証局から「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」という件名のメールが届きます。メール本文中にある「【承諾書ダウンロ

ード URL】」に記載されている URL からも承諾書がダウンロードできます。 

※複数名で申請した場合は、申請時に№１に氏名を記載した方宛に代表でメールが届きます。  

※ダウンロードは何度でもできます。 

※「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」メールを削除してしまった場合は、認証局へメールでお問合せください。 

 

この後の流れは「発行申請」と同じになります。 

「7.2.」「(2) 申請書類「承諾書」を作成し、申請します」以降をご参照の上、引き続きお手続きください。 

 

  

「OK」をクリック 

URL をクリック 
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（2）更新申請をします 

 

更新申請（承諾書作成）にて、申請者宛に届いた「【認証局】承諾書ダウンロードのお知らせ」メールに記載

の URL から更新申請を行います。 

①メール文頭にある「【承諾書アップロー

ド URL】」に記載されている URL を Edge

で開いてください。 

  

②「電子証明書申請内容確認」画面が 

表示されます。 

  

  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 

※Edge（Chromium 版）以外の 

ブラウザで開くとエラーになります 
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③スキャンした承諾書（PDF）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

④USB トークン送付先、承諾書（PDF）を選択後、申請ボタンをクリックします。 

※間違がある場合は「申請削除」をクリックし、申請を削除し、更新申請（承諾書作成）をやり直してくだ

さい。 

⑤申請書番号が記載されたメッセージが表示 

されますので「OK」をクリックします。 

 

  

クリック 

ファイル選択ボタンをクリッ

クすると、ファイル選択画面

が表示されます。スキャンし

た承諾書（PDF）を選択しま

す。 

「OK」をクリック 

※アップロードする承諾書の申請書番号と更

新申請を行った申請書番号は同じものとして

下さい。相違がある場合は受理出来ません。 
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（3）申請内容の確認                                  

更新申請をすると、申請者宛に「【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い」という件名のメールが届きます。 

①メール文頭にある 

「【申請内容確認 URL】」に記載されてい

る URL を Edge で開いてください。 

  

②「電子証明書申請内容確認」画面が表示され

ます。 

 表示内容が正しければ「確認」をクリックし

ます。 

※間違がある場合は「申請削除」をクリックし、申請

を削除し、発行申請（承諾書作成）をやり直してく

ださい。 

  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 

クリック 

※Edge（Chromium 版）以外の 

ブラウザで開くとエラーになります 
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 ⑧メッセージが表示されますので「OK」を 

クリックします。 

 

8.2. 電子証明書の取得費用のお支払い                             

（1）請求書をご確認ください             

認証局で処理を行いますと、「【認証局】請求書ダウンロード方法のお知らせ」という件名のメールが届きます。 

①メール文頭にある「【申請内容確認 URL】」に記載されている URL を Edge で開いてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「OK」をクリック 

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 
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■振込依頼書は申請書番号ごとに発行され、管理されています。 

そのため、振込依頼書が複数枚あるような場合でも、お振込みは振込依頼書ごと

にお振込みお手続きをお願いします（複数枚の合計金額で振り込まれた場合は、

システム上、受理が出来ない為に差戻しとなってしまいます） 

■振込手数料はご負担ください。 

（2）電子証明書の取得費用をお支払いください             

「請求書兼振込依頼書」をダウンロードしましたら、内容をご確認いただき、振込依頼書を使用して電子証

明書の取得費用をお振込みください。 

※ 

 

 

 

  

振込依頼書 

振込依頼書は全国の金融機関（ゆうちょ銀行や

JA 含）でご利用頂けます。 

 

➀－⑨ 
振込依頼書を使用せずに振込を行った場合にご
連絡を頂く事項を①～⑩に記載しています。 

申請書番号 

申請書番号毎に、振込依頼書がメールで届きま

す。 
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「電子証明書の格納」 

にチェックが 

入っていることを確認し・・・ 

「次へ」をクリック 

8.3. 電子証明書の格納                                  

eToken(USB トークン)に電子証明書を格納しましょう 

①申請者宛に「【認証局】電子証明書格納デバ

イスへの格納方法のご案内」という件名のメ

ールが届きます。 

メール文頭にある「【電子証明書格納用

PIN】」に記載されている 10 桁の数字を

使って、USB トークンに電子証明書を格

納していきます。 

 

②「6.1.事前準備」でパソコンにインストール

した「eToken 版電子証明書格納ソフトウェ

ア」を起動します。 

 

 

③「etoken 版電子証明書格納ソフトウェア」

のトップ画面が表示されたら、「電子証明

書の格納」にチェックを入れて「次へ」を

クリックします。 

  

一覧から 

「eToken 版電子証明書格納ソフ

トウェア」を選択し、クリックして 

起動します。 

PC のスタートボタンをクリック 

「Ver.2.0」をご利用ください 

◆メール「【認証局】電子証明書格納デバイスへの格納方法のご案内」◆ 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字 



電子証明書〔発行・失効〕申請マニュアル/申請書発行システム操作マニュアル（受注者編） 

8．電子証明書の更新申請 

 

51 

 

④ PC の USB ポートに、電子証明書を格納する

USB トークンを挿して、 

「次へ」をクリックします。 

 

⑤ユーザーID+申請者の氏名ローマ字が「ユ

ーザー名」に表示されましたら、「次へ」を

クリックします。 

 

 

⑥メール「【認証局】電子証明書格納デバイ

スへの格納方法のご案内」の文頭にある

「【電子証明書格納用 PIN】」に記載され

ている 10 桁の数字「電子証明書格納用

PIN」箇所へ入力します。 

  

ユーザーID+申請者のローマ字氏名が表示されるの

で確認し・・・ 

※ユーザーID は各システムの利用者登録に使用しま

す。kcube2 ログイン用のユーザ ID ではありません。 

 

 
「次へ」をクリック 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字

を入力し・・・ 

「次へ」をクリック 

電子証明書格納用 PIN の 10 桁の数字 

「次へ」をクリック 

PC に USB トークンを
挿して・・・ 
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⑦「ユーザーPIN」欄に、電子証明書（USB トークン）に設定するパスワード（半角英数 4～8 桁（桁数は指定

の範囲で任意））を入力します。 

 

 

※「ユーザーPIN」とはパスワードのことです。 

※ユーザーPIN は、大文字・小文字を区別します。 

設定前に、[Caps Lock]キーの状態を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

■ここで設定したユーザーPIN（パスワード）が、電子証明書を利用するシステムを使用する際のログインパ

スワードになります。設定した申請者本人しか分かりません。認証局でも調べることはできませんので、忘

れないようにしましょう。 

 

 

⑧「eToken に電子証明書を格納する処理が

完了しました。」と表示されたら、「完了」

をクリックします。 

 電子証明書が eToken(USB トークン)の中に格納されました。 

 

以上で電子証明書の更新手続きは終了です。 

電子証明書の更新を行うとユーザーID が変更となります。 

Kcube2 では利用者設定を再度行う必要あります。 

 

電子証明書（USB トークン）に設定する、「ユーザー

PIN（パスワード）」（半角英数 4-8 桁）を入力しま

す。 

※9 桁以上入力しないでください。 

「次へ」をクリック 

「完了」をクリック 
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電子証明書の失効申請                              

 

9.1. 申請書発行システムにアクセスし、失効申請手続きを行います  

（1）失効申請をします   

①申請書発行システムにアクセスし 

 「電子証明書に関する申請」をクリックします。 

②「失効申請」をクリック 

③失効する媒体の図をクリックします。 

  

  

 ≪申請書発行システムの URL≫https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 

クリック 

クリック 

クリック 
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④「こちらでよろしいですか？」のメッセー

ジがでるので「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

⑤失効対象の「契約番号」を入力し、 

「参照」をクリックします。 

 

 

 

⑥入力した契約番号で、電子証明書を取得

している方の一覧が表示されるので、

失効申請を行う対象者にチェックをい

れて、「申請確認」をクリックします。 

 

 

⑦チェックを入れると失効対象者がリスト

に設定されます。失効対象者から代表者を

選択し、メールアドレスを入力します。 

 

  

クリック 

失効する対象者の「選択」箇所

をクリックしてチェック「✓」

をいれて・・・ 

クリック 

「契約番号１３桁」を入力し・・・ 

チェック 「✓」をいれたユーザ

ーがリストに設定される 

代表者を選択しメールアドレ

スを入力 

※メールアドレスは代表者のものでなくても可です。 

（このメールアドレス宛に失効申請の内容確認メールが届

くので、使用可能なメールアドレスを入力して下さい。） 
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⑧代表者を選択し、メールアドレスを入力し

たら、「申請確認」をクリックします。 

⑨内容を確認し、失効をする対象者に誤りが

なければ「申請」をクリックします。 

 

⑩申請書番号が記載されたメッセージが表示さ

れますので「OK」をクリックします。 

 

 

  

「申請確認」をクリック 

「申請」をクリック 

「OK」をクリック 
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（2）申請内容の確認                                  

失効申請をすると、代表者宛に「【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い」という件名のメールが届きます。 

①メール文頭にある「【申請内容確認URL】」

に記載されている URL を Edge で開い

てください。 

  

②「電子証明書申請内容確認」画面が表示され

ます。 

 表示内容が正しければ「確認」をクリックし

ます。 

※間違がある場合は「申請削除」をクリックし、申請

を削除し、失効申請をやり直してください。 

  

記載されている URL をコピーして、
Edge のアドレス欄に貼付けし「申請
内容確認」の画面を表示します 

 

のアドレス欄に貼付けし「申請内容
確認」の画面を表示します 

クリック 

※Edge（Chromium 版）以外の 

ブラウザで開くとエラーになります 
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 ③メッセージが表示されますので「OK」を

  クリックします。 

■失効申請の確認を行った時点で、電子証明書が失効されま

す。一度、電子証明書が失効されると取消はできません。 

■失効完了の連絡はいきません。 

「10. 申請手続き状況の確認方法」よりご確認頂けます。 

■eToken(USB トークン)を再利用する場合は 

失効が完了した翌日以降に行ってください。 

「OK」をクリック 



電子証明書〔発行・失効〕申請マニュアル/申請書発行システム操作マニュアル（受注者編） 

10．申請手続き状況の確認方法 

 

58 

 

クリック 

申請手続き状況の確認方法                           

10.1. 申請手続きの進捗状況を確認しましょう 

 

①申請書発行システムにアクセス 

 ↓ 

「申請状況・デバイスの確認」をクリック 

 

②「申請手続き状況確認」をクリック 

 

③最新の進捗状況を確認したい場合は、 

「契約番号」箇所に該当の申請の契約番号

を入力し、「検索」をクリックします。 

  

◇「契約番号」のみを入力し「検索」した場合 

  …最新の手続き状況が確認できます。 

◇「契約番号」「申請書番号」の両方を入力し

「検索」した場合 

 …該当の申請書番号の手続きが確認できます。 

 

  

「申請手続き状況確認」をクリック 

 ≪申請書発行システムの URL≫https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 

契約番号を入力 

「検索」をクリック 
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④最新の手続き状況が確認できます。 

 ◇発行の場合(例)-----------------------------------------------------------------------------  

 

 

 

 

 ◇更新、再発行の場合(例)--------------------------------------------------------------------- 

 

 ◇失効の場合(例)----------------------------------------------------------------------------- 

「【認証局】電子証明書申請内容確認のお願い」メールリンクから確認を行うことで失効が完了

します。（失効完了の連絡等はありませんので、この画面でご確認ください） 

 

にポインターを重ねる

と、各項目の説明が表示さ

れます 

認証局で承諾書を受領 

「更新」「再発行」申請の場合は 

USB トークンの発送が無い為、「USB トーク

ン発送日」欄に日付表示はありません。 

※「0000/00/00」で表示 

新規で発行申請した

場合 

更新、再発行申請を

した場合でも表示は

「発行」となります 

失効申請した場合 

電子証明書格納状況は格納の翌日に反映されます。 

 

格納が済んだら電子証明書は有効な状態になっ

ています。 

■kcube2などのシステムをご利用になるには別途、 

利用者設定が必要です。 

利用者設定については「2-2システム利用者として

の登録」(P2)をご参照ください。 

「更新」「再発行」するUSBトークンの

シリアルナンバーが表示されています 

入金を認証局で確認 

できた日付 

USBトークンを発送した日 

申請内容確認を行った日付 
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クリック 

電子証明書の情報を確認する方法                        

11.1. eToken(USB トークン)に格納されている電子証明書の情報を確認する 

eToken(USB トークン)に格納されている電子証明書の情報（有効期限や、登録情報など）を確認するに

は「デバイス情報確認」画面にアクセスし、情報を確認します。 

①申請書発行システムにアクセス 

 ↓ 

「申請状況・デバイスの確認」をクリック 

 

②「デバイス情報確認」をクリック 

 

③対象の USB トークンの図をクリックします。 

④「読込を開始します。よろしいですか？」のメ

ッセージが表示されますので、eToken(USB ト

ークン)をパソコンの USB ポートに挿してか

ら、「OK」をクリックします。 

  

「デバイス情報確認」をクリック 

 ≪申請書発行システムの URL≫https://pre.nexcopki.jp/apply/pki_A002.asp 

クリック 

クリック 
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⑤「電子証明書格納デバイス読込（施工管理員）」画面が表示されたら、「ユーザーPIN」箇所に、電子証明

書のパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

 

 

⑥IC カードに格納されている電子証明書の情報が表示されます。 

 

 

パスワードを入力し… 

※ユーザーPIN とはパスワードのことです 

電子証明書記載事項 
※USB トークン内にある電子証明書
所有者の情報が表示されています 

有効期限情報 
※電子証明書の有効期限に関する

情報が表示されています 

申請データ 
※電子証明書を申請したときの申

請情報が表示されています 

 更新申請をする場合はこの情報

が使用されます 

「次へ」をクリック 

電子証明書の状況 
※電子証明書が有効か無効かなど

の現在の状況が確認できます 
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エラーメッセージについて                           

12.1. メッセージ一覧                                   

項番 エラーメッセージ 内容と対策 

1 <契約番号、USBトークンシリアルナンバー、ユーザーPIN>を入

力してください。 

入力項目のいずれかに未入力の項目があります。契約

番号、USBトークンシリアルナンバー、ユーザーPIN

のすべてを入力してください。 

2 eToken版電子証明書格納デバイス情報取得モジュールが

正しくインストール出来ているか確認してください。 

申請に必要なソフトのインストールがされていな

いようです。ソフトをインストールしてください

（詳細は「6.申請の前に＞ 6.1. 事前準備＞必要

なソフトのインストール（クライアントソフトの

インストール）」をご覧ください） 

3 USBトークンが装着されていません。PCにUSBトークン

が装着されていません。USBトークンを装着してくださ

い。 

パソコンにUSBトークンを挿してください 

4 複数のUSBトークンが装着されています。PCに複数の

USBトークンが装着されています。対象となるUSBトー

クンのみ装着してください。 

電子証明書を利用頂く際は、電子証明書の入った

USBトークンのみをパソコンに挿してご利用くだ

さい 

5 USBトークンが破損しています。USBトークンのハード

ウェア部分が破損している、あるいは電子証明書を格納

するためのメモリ領域を認識出来ない状況です。今後も

電子証明書が必要な方は、失効申請を行って現在の電子

証明書を無効にした後新規発行申請を行ってください

（USBトークンも新しくなります）。 

USBトークンの外部または内部破損の恐れがあり

ます。破損したUSBトークンは失効を行い、新し

いUSBトークンで新たに電子証明書を発行申請し

てご利用ください。 

6 USBトークンがロックされています。 

 

制限回数以上のパスワード入力ミスにより、セキ

ュリティの関係でUSBトークンがロックされてし

まいました。 

パスワードを忘失し、トークンがロックした場合

は、NEXCO総研認証局運用管理者宛にUSBトー

クンのロック解除及びパスワード変更を依頼して

ください。 

FAQ:3-48参照 

※ロックまたは忘失の場合は、電子証明書を失効

する必要はありません 

7 電子証明書が格納されていません。 

USBトークン内に電子証明書が格納されていません。USBトーク

ンクライアントソフトを利用して、USBトークンに電子証明書を

格納してください。 

USBトークンはまだ電子証明書が格納されていな

い為ご利用できません。電子証明書の手続きを完

了させてからご利用ください。 

8 ユーザー認証エラー 

契約番号、USBトークンシリアルナンバー、パスワード

のいずれかが正しくありません。以下のような状況が考

えられます。 

・全角文字を入力している 

・「Caps Lock」や「Num Lock」がオンになっている 

・パスワードの大文字・小文字を区別していない 

「契約番号」「USBトークンシリアルナンバー」

「パスワード」の入力内容に誤りがあります。 

大文字で入力していないか、「Caps Lock」がオ

ンになっていないか、などを確認の上、正しく入

力してください。 

9 失効申請中です。 利用しようとしている電子証明書は、失効申請手

続きが完了していません。 

失効申請が完了してから、再発行申請を行ってく

ださい。 
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項番 エラーメッセージ 内容と対策 

10 入力されたUSBトークンシリアルナンバーとPCに装着されている

USBトークンのシリアルナンバーは一致していません。 

入力したUSBトークンのシリアルナンバーと、パ

ソコンに挿しているUSBトークンのシリアルナン

バーに相違があります。USBトークンシリアルナ

ンバー再度確認してください。 

11 装着されているUSBトークンの情報が一致しません。 契約番号を確認し、再度入力し直してください。 

※申請データの契約番号と入力された契約番号に相違

がある場合に、当エラーメッセージが表示されます 

12 ユーザー情報がありません。利用者情報管理システムデータベー

ス内に、該当するユーザー情報がありません。認証局にお問合せ

ください。 

利用者情報管理システムの工事請負人テーブルに

ユーザー情報が登録されていません。認証局にお

問合せください。 

13 契約番号xxxxxxxxxxxxxに該当する以前の申請データはありませ

ん。 

入力された契約番号の申請データはありません。 

契約番号を確認して、再度入力してください。 

14 契約番号xxxxxxxxxxxxxに該当する契約データはありません。 入力された契約番号の工事情報が積算システムに

まだ登録されていません。 

契約番号を確認、再度入力するか、監督員事務所

のNEXCO社員にご確認ください。 

15 組織情報が存在しません。認証局運用管理者にお問い合

わせください。 

積算システムに登録した工事情報の所属組織が廃

止されています。認証局へお問い合わせくださ

い。 

16 支社・局、事務所が見つかりません。 積算システムに登録した工事情報の所属組織が、

利用者管理システムに登録されていません。 

所属組織が正しいか監督員事務所のNEXCO社員

にご確認ください。 
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お知らせ画面について                             

13.1. 申請書発行システムにアクセスした際のお知らせ画面のご案内 

 

（１）アクセス集中をお知らせする画面について                        

申請書発行システムにアクセスした際に、アクセスが集中し混みあっている場合、下記の画面が表示され

ます。この場合は、適宜、時間をおいてからアクセスして頂けますようお願い致します。 

 

（２）メンテナンスをお知らせする画面について                         

 メンテナンス情報は申請書発行システムの【お知らせ】に掲載しております。 

また、申請書発行システムでメンテナンスを行っている場合は下記の画面が表示されます。この場合は、

時間をおいてからアクセスして頂けますようお願い致します。 

※予告なくメンテナンスを行ってい

る場合があります。ご了承ください。

 ≪申請書発行システムの URL≫https://pre.nexcopki.jp/apply/PKI_A020.asp 

メンテナンスのお知らせ 



電子証明書〔発行・失効〕申請マニュアル/申請書発行システム操作マニュアル（受注者編） 

14．お問合せ先のご案内 

 

65 

 

「マニュアルダウンロード」をクリックすると下記画面が表示されるので必要なマニュアルをダ

ウンロードしてご利用ください。 

※「電子証明書〔発行・失効〕申請マニュアル(受注者編)」はこのマニュアルです 

※最新のマニュアルが置いてあります 

お問合せ先のご案内                              

14.1. マニュアルについて                               

利用可能なマニュアルを掲載しております。 
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14.2. FAQ サービス（よくある質問）について 

多く寄せられるご質問、お問合せとその回答を掲載しています。 

■FAQ の TOP 画面の場合 

  

カテゴリ（システム別）に

確認 

キーワードを入力して検索 

 

 ≪FAQ の URL≫  

https://nexco.asp.traina.jp/web/traina-faq/ 

「よくある質問(FAQ)」をクリック 

「よくある質問(FAQ)」の電子

証明書画面にとびます 

「FAQ 番号で検索」にチェ

ックをいれると、キーワード

ではなく、FAQ 番号で検索

されます 
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14.3. 認証局運用管理者のご案内                          

FAQ サービスを読んでも問題が解決しない場合は、認証局運用管理者までお問合せください。 

■対応時間 9:00～17:30（月曜～金曜） 

※お問合せはメールにて 24 時間お受けしておりますが、返信は対応時間内とさせていただいております。 

※土・日・祝日・年末年始のお問合せは翌営業日以降の返信となります。 

※お問合せの内容により、返信までにお時間をいただく場合があります。 

※電話でのサポートは行っておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご連絡いただく内容＞＞＞  

🔶メール記載事項  

（１）申請書番号  

（２）工事名  

（３）受注者名  

（４）契約番号  

（５）利用者氏名  

（６）回答を送る連絡先メールアドレス  

（７）監督員事務所名  

（８）問合せ内容  

（９）エラーが発生している場合は、エラー画面のコピー  

 

 認証局運用管理者（メール）： nexcopkiinfo@ri-nexco.co.jp 

 株 式 会 社  高 速 道 路 総 合 技 術 研 究 所  

 基 盤 整 備 推 進 部  認 証 局 運 用 管 理 者        
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